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コースガイド詳細 

①東近江市役所（永源寺支所） 

近江鉄道八日市駅より永源寺車庫バスにて永源寺役場下車。平成 17

年 2 月 11 日、1 市 4 町の合併により「東近江市」となり、当時の町役場

は支所として永源寺地区の住民サービスにあたっています。 

  

②蒲生神分水工 

永源寺ダムを主水源とする愛知川用水はここより 3km 上流の大分水

工で、一級河川愛知川をはさんで右岸・左岸に分流され、左岸側を流

れてきた用水はこの分水工で布引山系の麓を通る蒲生幹線、市街地

を通る神崎幹線水路に分かれます。   

③上ノ越揚水機 

水路から流れてきた水を、幹線より高い田に揚水機を用いて送水を行

います。 

永源寺運動公園（トイレ休憩） 

夏祭り・運動会・野球やソフトボールと多くの競技に使用されているグ

ランドも横を見れば幹線水路の水がユラユラと流れ、癒しにも一役かっ

ています。 
  

④上二俣集落 

この集落では毎年 7 月 1 日に水神祭りが行われ、その池の水は年中

空になることがなく、昔大変な干ばつがあった年には御神体を神社に

持ち帰り、神前で雨が降るまで雨乞いをされたと言い伝えられ、水では

かなり苦労しておられました。今もその水神様が残されています。 

（桜と紅葉の散策道）  

蒲生幹線水路の管理道路のうち 3.5km は桜と紅葉の散策道及び７km

は桜のトンネルロードになっており、春には桜が咲き誇り、秋には紅葉

が色づきと癒しの道路になっております。 

  

  

⑤野神溜 

かんがい用溜池である野神溜、永源寺ダムが出来るまではこの溜池

が唯一の頼りでした。しかし、老朽化により漏水が激しく平成 4 年～6

年にかけて大がかりな整備をし立派になりました。 

 

その昔は秋になると空になった溜の普請により漏水止めを行いまし

た。その時には「ぐりんさん」と呼ぶ約 40～50kg の石に 20 本前後の引

き縄を付け、地搗き唄に合わせて搗き固めていたと言われています。

  



⑥高木調整池 

新愛知川事業で施工された国営の調整池で、5 万 m3 の貯水量があ

り、洪水調整・安定送水に大いに寄与しています。 

  

⑦白鳥神社 

ヤマトタケルの墓が当集落にあり、その魂が白い鳥になり舞い降りたと

いう謂われのある神社で、春には子供御輿、太鼓による祭り事が盛大

に行われています。 

（高木営農倉庫）  

高木町 80ha の農地を北部・南部に分け、40ha を当営農組合倉庫で実

施、大型トラクターや大型コンバインによる大型営農を実施していま

す。 

  

  

⑧地域用水 出口溜親水公園 

溜を利用した防火水槽、親水施設、野面石は近くの河川改修の時に

出た石を利用し、溜中央の噴水も景観や浄化に役立っています。 

  

⑨岡野調整池（トイレ休憩） 

国営新愛知川事業で造成された調整池は、貯水量 19.1 万 m3、貯水面

積 6.6ha と左岸地区の用水調整に活躍しており、周囲の芝生広場では

休日ともなると多くの人が憩いに集います。 

  

⑩一式親水公園 

地元集落内でほ場整備の空き地にミニパークを設置、近さも功を奏し

て日々人々が集まり、憩いの施設となっています。 

 

⑪地域用水 一式親水公園 

ほ場整備の実施により、一級河川蛇砂川は天井川の上、蛇行が激し

いため、洪水時には氾濫を繰り返し頭痛の種でしたが、移設により残さ

れた敷地に用心溜・親水公園を施工し、通学路にもなっているため多く

の子供たちも集まって来ます。 

（紅葉街道）  

延々と続く直線道路・車道や歩道があり、脇には紅葉の木がずっと植

えられています。紅葉の時期には両側に広がる農地や前に広がる鈴

鹿の山々を見ながらゆっくりと散策していただくのには絶景かと思いま

す。 

  

 



⑫市原調整池 

県営かんがい排水事業で設置された調整池は、市原地区のほ場への

安定送水を目的に大いに活躍しています。 

 

⑬地域用水 高木親水公園 

以前からあった溜を整備しての用心溜、いざという時はこの水を使って

防火活動にあたります。その北側には親水施設を設け、子供たちが水

に親しめる浅い水路をたこ足のように巡らせてあるので、楽しそうに遊

ぶ姿を見かけます。 
 

 


